
①  施工前に

②  前工程の確認

③  施工中の注意

④  施工後の注意

施工上の注意点
大切なのは高い品質を確保することです。
徹底した技術研修を得た技術者による工事は、行き届いた下準備に支えられています。

高い品質を得るためには、何よりも吹付けを行うための下準備が必要です。
この段階での、入念なチェックは欠かせません。

吹付け面積と材料の必要量の算出は無駄のない施工の基本です。
吹付けを行う場所ならびに周囲環境の点検から、下地の状況チェック、先行工事の完了の確認などを確実に行います。

作業中は立入禁止となりますが、乾燥までの間も吹付け面に対しては十分な注意が必要です。
施工は吹付けの厚さ検査後、後片付けをもって終了となります。

標準施工例
下地の形状に左右される事なく、柔軟に対応できるのがエコダンネツDKGL®の大きな利点です。
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●水および動力源（50A 3相200V/台）の無償貸与をお願いします。

●吹付け機械および材料の設置場所を確保してください。

●下地の油・浮きサビ・及び、ほこり等は除去してください。

●サッシまわりのトロ詰めや、窓枠まわりの防水モルタルの施工を

確認してください。特にサッシまわりは入念にお願いします。

●施工部位の額縁、桟木等の先行工事が完了していることを

確認してください。

●施工部位（カベから2M以内）には事前に資材等の移動をお願い

します。

●吹付け作業中は粉塵飛散防止のため、立入禁止措置をお願い

します。

●施工面に物をぶつけたりしないよう、連絡指示の徹底を

お願いします。

●開口部等からの雨水の侵入には十分注意してください。

●十分な強度確保のため、吹付け後最低 1週間前後は乾燥養生

を必要とします。

施工上の注意

確　認

標準施工例

材  料

配  合

ロックウール

70（±5）％

白色セメント

30（±5）％

ペガメント（外比）

2.5（±0.5）％

材  料

噴出量

ロックウール

3.5kg/min

ペガメント混入セメントスラリー

4.5kg/min

ノンフロン不燃断熱工法
状況に応じた施工法 エコダンネツDKGL®

施工写真

施工箇所の状況により、施工方法に違いが出てきます。
壁の下地材や内装仕上げを考慮して吹付けることになります。
コンクリートやALC板、金属パネルなど幅広く吹付け可能で
すが、下地の種類や内装の仕上げ方によっては調整が必要とな
る場合があります。エコダンネツDKGL®はデッキプレートのよ
うに、平面でない箇所の吹付けにも対応しています。天井面は
振動、凍結等により、剥離・脱落の恐れがありますので、事前
の打合せをお願いします。吹付け面は、専用コテによる表面加
工を入念に行います。
その結果、優れた吸音性能を発揮します。

鉄筋コンクリート施工例（軽天・木軸下地） 

デッキプレート施工例 表し仕上げ施工例

軽量気泡コンクリート施工例（木レンガ下地） 

最上階
エコダンネツ吹付け

LGS・木下地

外壁部　エコダンネツ吹付け

デッキ部  エコダンネツ吹付け

天井部  エコダンネツ吹付け

外壁部  エコダンネツ吹付け
鉄骨はり

石膏ボード

外壁部  エコダンネツ吹付け

内装仕上げ材

軽量気泡
コンクリートパネル

木レンガ

以下の状況の施工に際し、事前に施工条件を確認して頂き、以下の条件の場合、ご相談ください。

①　下地が高温な場合
②　室内温度が5℃以下になる場合
③　室内湿度が常時多湿な場合
④　振動がある場合

⑤　折版屋根の場合
⑥　ケイ酸カルシウム板、石膏ボード、木質系下地等の場合
⑦　GL下地の場合
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